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環境家計簿でCO2削減

２０２２年度報告

自 然 と 環 境 科 地 球 温 暖 化 グ ル ー プ

石 橋 美 紀 ／平山 元哉
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ストップ 地球温暖化
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1. はじめに
①我が国の温室効果ガスの概況
②環境家計簿について

2. 202２年度結果
①ＣＯ２/コスト
②住居区分別比較

3. 2008～202２年（１５年）の推移
①ＣＯ２/コスト
②燃料種別比較

4. Ｉ家 1９年間の実績

5．まとめ

CO2
1,064

2013年度比：-16.9％
2030年度目標：-46％
2050年度目標：実質0％

CO2
1,041

CO2
1,317

前年度と比べて増加した要因：新型コロナウイルス感染症で落ち込
んでいた経済の回復等によるエネルギー消費量の増加等。
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部門別CO2排出量
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全国部門別CO2排出量
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世帯当たりCO2排出量

全10億6,400万トン→家庭1億5千600万トン(14.7％)
→世帯3,730Kg(59.7百万世帯）→1,778Kg(一人当たり）

出典：国立環境研究所インベントリオフィス 2023.4.15

地 球 温 暖 化 ・ 地 球 資 源 の 枯 渇 防 止

①家庭のエネルギー消費の⾒える化
② 省 エ ネ

③ Ｃ Ｏ ２ 排 出 削 減

④ 家 計 の 軽 減

⑤ ラ イ フ ス タ イ ル の 見 直 し

6

環境家計簿の目的

①ＣＯ２換算計算式

②様式（サンプル）

③記⼊要領

7

数値入力

①該当マス（青色）に使
用電力等を入力
②CO2量が自動計算さ
れて表示

③以下順次燃料種毎に
数値入力
④最下段に当月CO2

合計が表示
⑤右端に年度合計（使
用量、CO2)表示
⑥同様にコスト欄のマ
ス目を埋める
⑦コスト月、年度合計
が表示

グラフ表示
①燃料種別にCO2量、
コストが棒グラフで表示
②月トータルのCO2,

コストが折れ線グラフで
表示
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電気・ガス・⽔道の⼊⼒
ＣＯ２換算

10

ＣＯ２ Ｋｇ係数単位エネルギ

＝０．３９KW電気

＝２．１m3都市ガス

＝６．５m3ＬＰガス

＝０．３６m3水道

＝２．５リットル灯油

＝２．３リットルガソリン

＝２．６リットル軽油

環境省 ２００８年基準採用

2020年係数環境省：電気：0.433 都市ガス2.23 水道0.24  灯油2.49 ガソリン2.32

電気 ＣＯ２排出係数

11

環境家計簿 係数：0.39（2008年）

2013(H25)2014(H26)2015(H27)2016(H28)2017(H29)2018(H30)2019(R01)2020（Ｒ02）2021(R03)2022(R04)

0.688 0.678 0.683 0.6690.5180.4960.4620.4450.4330.435北海道電力

0.600 0.591 0.571 0.5560.5180.4960.4620.4450.4330.435東北電力

0.525 0.531 0.505 0.50.5180.4960.4620.4450.4330.435東京電力

0.516 0.513 0.497 0.4860.5180.4960.4620.4450.4330.435中部電力

0.663 0.630 0.647 0.6270.5180.4960.4620.4450.4330.435北陸電力

0.514 0.522 0.531 0.5090.5180.4960.4620.4450.4330.435関西電力

0.738 0.719 0.706 0.6970.5180.4960.4620.4450.4330.435中国電力

0.700 0.699 0.676 0.6510.5180.4960.4620.4450.4330.435四国電力

0.612 0.613 0.584 0.5090.5180.4960.4620.4450.4330.435九州電力

0.903 0.858 0.816 0.8020.7050.7590.7410.7220.7310.693沖縄電力

12

２０２３.６.２

ストップ 地球温暖化

２０２２年度の結果

環境家計簿
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CO2排出量
2,810Kg

前年⽐︓-2.1％
2008年⽐︓-30.7％

コスト
280,966円

前年⽐︓+11.5％
2008年⽐︓-8.8％

14

提出者数の推移

前年⽐︓-2⼈（Ａ︓-1、Ｂ︓0、Ｃ︓-1、Ｄ︓0）
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

A戸・車 C戸・無 B集・車 D集・無 参加者

２０２２年度 提出者

１９世帯（平均世帯人数 ２.３７人）

15

車なし車あり

Ｃ︓４ (２.５０⼈)Ａ︓９ (２.４４⼈)⼾建て

Ｄ︓５ (２.００⼈)Ｂ︓１ (３．００)集合

１⼈世帯︓１ ２⼈世帯︓１１ ３⼈世帯︓６ ４⼈世帯︓１

⼾建て︓１３、集合︓６

⾞あり︓１０、⾞なし︓９

16

月別平均値 （点線 前年度）

コスト

CO2 Kg
年計 Kg
2,810
前年
2,869

年計千円
280.9

前年
251.9
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付図1-1 2022年度(環境家計簿 (全︓19世帯平均）

18

個人別ランキング ＣＯ２排出量
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1,186

19

個人別ランキング コスト
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２.ＣＯ２排出量 KG

20

一人当たり

世帯

1.前年比、CO2：-2.1（-6.1%）（ )は一人当たり）

2.電気 +5.1（+0.8％)、都市ガス-17.5％（-21.8％）、水道 0％（-3.5％）
灯油+12.5％（+6.0％）、ガソリン-+7.4％（+2.7％）

3. 都市ガスの減少で全体では昨年比-2.1％減少

(   )は全国換算値 電気係数0.39→0.435

全国比 85.0％

全国比78.5％
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ＣＯ2 前年度比 燃料別

電気 都市ガス 水道 灯油 ガソリン

2022 1,661.5 766.8 85.1 35.5 260.6

2021 1,581.0 928.2 84.5 32.1 243.5
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CO2
+5.1% -17.4%             +0.6%                +10.5%          +7.1%

平均 -2.1％

電気 都市ガス 水道 灯油 ガソリン

2022 701.5 323.7 35.9 15.0 110.0

2021 696.0 408.6 37.2 14.2 107.2

0
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CO2一人当たり

+0.8％ -208％ -3.5％ +6.0％ +2.7％

平均 -6.1％

都市ガス大幅減

３.コスト 円

一人当たり

世帯

1.前年比 コスト：+11.5％（+7.0％） （ ）は一人当たり

2.電気+16.7％(+12.0%)、都市ガス+13.1%(+8.5%) 水道-1.5％(-5.5%)
灯油+13.0％（+8.3%)、ガソリン+12.2％(+7.0%)

3.燃料コストの大幅高で、コストが急増した。水道のみ減少。

世帯 電気 都ｶﾞｽ LPG 水道 灯油 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 コスト合計 前年比% 

2022 

2021 

前年比％ 

130,077

111,423  

116.7 

78,894 

69,750 

113.1 

0 

0 

- 

52,289 

53,070 

98.5 

1,526 

1,351

113.0 

18,179 

16,196  

112.2 

0 

0 

- 

280,966 

251,900  

111.5 

 

+11.5% 

 

 

一人当り 電気 都ｶﾞｽ LPG 水道 灯油 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 コスト合計 前年比% 

2022 

2021 

前年比％ 

54,922 

49,054 

112.0 

33,311 

30,708 

108.5 

0 

0 

- 

22,078 

23,364 

94.5 

644 

595  

108.3 

7,676 

7,130  

107.0 

0 

0 

 

118,630 

110,899  

107.0 

 

+7.0 

 

コスト 前年比 燃料別

電気 都市ガス 水道 灯油 ガソリン

2022 130,077 78,894 52,289 1,526 18,179

2021 111,423 69,750 53,070 1,351 16,196
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コスト

平均+11.5％

電気 都市ガス 水道 灯油 ガソリン

2022 54,922 33,311 22,078 644 7,676

2021 49,054 30,708 23,364 595 7,130

0
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千

コスト一人当たり

平均 +7.0％

+12.0%             +8.5%            -5.5%             +8.3%        +7.6%+16.7%            +13.1%          -1.5%            +12.9%            +12.2%

燃料単価（全員平均）

電気 都市ガス 水道 灯油 ガソリン

2022 30.5 216.1 221.3 107.5 160.5
2021 27.5 158.1 225.9 104.7 153.0

前年比％ 111.1 136.7 97.9 102.6 104.9

燃料比率

ＣＯ2 コスト

電気・ガスがＣＯ2：87％、コスト74％を占める
コスト：水道料金 比率大
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全国比較（世帯）
２０２１年

排出量比率
環境：3,044kg
全国：3,583kg
比率：85.0％

都市ガス、ガソリン大
灯油・ＬＰガス小

→都市生活者

住居区分と車の有無別比較

26

単位：CO2 Kg、コスト 円

1.Ｃ，Ｄ 戸建て/集合比較→集合は省エネ 特に電気少
2.Ａ，Ｃ 戸建て・車/戸建て・車なし→車を除けばＡが省エネ
3.Ｂは病気療養中→エネルギー消費大

1.集合住宅はCO2・コストが低い（Ｃ/Ｄ比較）
2. 戸建・車保有（Ａ）が戸建・車なし(Ｃ)に比較してＣＯ２排出量、コストとも少ないのは太陽光発電、
オール電化導入による省エネを図っているためと思われる（電気に顕著）
集合住宅では大きな省エネ対策をとれない
3.病気はエネルギーを消費する（Ｂ）。健康第一である

１5年の推移（2008～20２2）

28

（その２）

CO2︓-30.7％
コスト︓-8.8％

全提出者平均
2008年→2022年
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29

提出者１５年の推移
提出者全員 年推移

一貫して減少している。

提出者全員 年推移

一貫して減少であったが、2021、2022年度急増

2008年比 ＣＯ２ 電気:84.5%、ガス：89.9％、水道：84.0％、灯油：23.9％、ガソリン：29.3％

2008年比 コスト 電気:116.2％、ガス:110.2％、水道：84.5％、灯油：35.2％、ガソリン：36.9％

燃料種別推移
ＣＯ２

コスト
電気・ガス・⽔道が2019年から上昇に転じたが、灯油・ガソリンの減少が補っている。2022年ガス急減

電気・ガスが急上昇し2008年を超えるのは資源⾼が原因、灯油・ガソリンの減少が補っているが2008年に戻りつつある。
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1.灯油 2011,2012急上昇、変動幅⼤（統計量が少ない）
2.都市ガス、⽔道は変わらず
3.2021、2022年 全面⾼（⽔道除く）
4. 参考
・2011年東北⼤震災 原発停止
・2020〜新型コロナ感染拡⼤、2020需要減
・2021、2022 円安輸⼊価格上昇、物価⾼騰

前年比

電気 +11.1％
都市ガス +36.7％
水道 -2.1％
灯油 +2.6％
ガソリン +4.9％

１５年継続者（2008～20２２）

34

１５年継続者 ７⼈

２００８年→２０２２年

ＣＯ２︓-34.0％
コスト︓-16.1％

ＣＯ２︓一貫して減少傾向にあるが2020〜2022横ばい
2022年は６６.0％

ＣＯ2に⽐例して減少も、2013・2014・2021・2022年は燃料単価上昇。
2022年８３.９％

コスト削減 累計 76.1万円/世帯
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１５年継続者の推移（燃料種別）

37

ＣＯ２

コスト

ＣＯ２︓2008年⽐ 66.0% 全体に減少しているが、2021/2022年増加はコロナ禍で閉じ
こもりが原因

コスト︓2008年⽐ 83.9% 全体に減少してきたが、2021/2022年急増は燃料⾼による｡
2013・2014年も同じ。

73.3％ 72.1％ 67.8％ 22.2％ 45.6％

95.3％ 78.9％ 36.3％ 55.1％88.7％

38

提出者全員・継続者⽐較

１５年継続者と環境科全提出者

15継続者も環境科全員も傾向は同じ
40

Ｉ家 １９年間の実績
（２００４年〜２０２２年）

２００４年→２０２２年

ＣＯ２︓-51.7％ コスト︓-24.2％
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I家のＣＯ２削減活動 1９年間の成果

削減量 １９年：36.65トン
年平均：１.９３トン

削減コスト︓１９年141.7万円
年平均︓７.５万円

43

ＣＯ２量削減のためにやってきたこと

1.電燈は使わないときのこまめの消灯。水の出しっぱなしはやめる。

2.入浴は、スポーツジムの風呂、家の風呂は、年に数回

3.車の使い方で減らそう。最寄駅へは、バス使わず自転車で

4.温水洗浄便座は、使わないときはふたを閉める

5.夏の冷房は28℃、冬の暖房は20℃を目途

6.ＴＶをつけっ放しの時計代わりにしない

7.待機電力は大きい。コンセントはスイッチつきのものを使う

8 家族でお互いに電燈の消し忘れや水道の流しぱなしなどチエックしあう

1）日常で心掛けてやってきたこと

44

ＣＯ２量削減のためにやってきたこと

2） 設備、器具、備品改良

2004年から2006年 順調に減少 意識改革で3年間で12％減少
2004年から2005年3月 家の外壁塗りペンキ替え

2007年 ＴＶをプラズマＴＶに 電気代アップ 2006年に対して 875ｋｗｈアップ
以後2008年、2009年、2010年までアップ 特に2010年は、猛暑年、熱帯夜
が56日あった。マイカー利用減らしてガソリン減少で穴埋め

2010年 エコ家電購入—古い形式のものをエコに エアコン、冷蔵庫、パソコン、
ＴＶは電気消費量高いので、液晶ＴＶ購入

2010年から2011年3月 エコ家電購入、買い替え

2011年から2012年3月 ①二重ガラス工事（防犯、防熱） ②いんげん豆カーテン

2012年 リビング，ダイニングの照明をＬＥＤに変える

2014年 車になるべく乗らない

2015年 温水洗浄便座を節水型に買い替えた。水道使用量が大幅に減った。
家電機器は、工夫、改良をしてエコ型にしている。

2016年 2016年は冬の寒さが続きましたので暖房費の電気、ガスが増えましたが、水道、ガソリンを
節約して、なんとか前年を下回りました

2017年 ガス会社の電気セット料金システムを採用した（料金だけ減）

2018年 マイカー2.5Ｌ車から1.3Ｌ車に変えてガソリン使用量減らした

2021年 廃車→電動自転車
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個⼈年推移

45

ISBさん（Ｃ2）

46

2020廃車。

2022コスト急増

KTOさん（Ａ2）

家族数減
４→3→2人、

小型車乗り換えで
ガソリン消費減少

ＫＢＹさん（Ａ2）

48

2016年
太陽光発電導入
で急減
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ＨＧＴ（Ａ3）

49

苦戦していたが
2018年から減
少に転ずる

ＨＳＧ（Ａ3）

50

86.8%

なかなか難しい

ＨＲＹ（Ａ3）

51

エヤコン買替、
照明ＬＥＤ
車→徒歩
灯油→電気

ＫＫＴ（Ｄ1）

52

2人→1人

2018年から
上昇傾向
省エネも限
界？
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53

UTM(A2)

２０２２年
３人→2人

54

MNK（A2)

55

INU（A2)

56

ISI(D2)
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57

KTN(D2)

58

ＩＭＲ（Ａ2）

オール電化

2021年廃車

59

HTR(D3)

2022年
家族２→3

60

OON（B3)

病気療養中

2022年
車乗らず
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61

SNH(C2)

62

KNY(A3)

太陽光パネル取
り付けも買取価
格低下で省エネ
効果減少

63

HNS(C3)

2021年
転居

64

UES（A2)

2022年
EV車に乗り替え
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感想等

◇特記すべきは１２～２月の電気代で初めて４万円を超える月が
ありました。IMR

◇家族の病気により電気、ガソリンが大きく増加しています。
MNK

◇Eco生活にはならず、自分たちの感覚で、生活しており、どんな結果が出ますで
しょうか。なんでも値上がりで、工面した生活ですが、いる物はいるんだ！で、成り
行きに任せている状態です SNH

◇CO２量昨年より少し減なのに 光熱費は47,000円、21％増えた。誰が悪い
の？ ISB

◇家電製品・水回り製品全て新品に成り,量が減ったと思ったのですが
環境問題に無関心な家族と生活しています。贅沢に生活していますので大変です。
HNS

◇今年2月に電気自動車に変えました。家で充電する時はガソリン代より電気代の方が
安いですが、遠出をすると、急速充電代が30分で1650円、しかも、設置場所が少ない
ので、いつ電気が無くなるか、ヒヤヒヤしながら運転しないといけないので、時期尚早
だったかなと思っています。UES

まとめ
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コロナ禍を機会にスリムな生活スタイルを身につけましょう。

１．2022年度は19名（ＯＢ7名）の方に取り組みいただいた。

２．2022年度はＣＯ２排出量２,８１０Ｋｇ コスト２８９.９千円であった。
前年度に比べＣＯ２ -２．１％、コスト +１１．５％であった。
コロナ禍で閉じこもりの影響があったのでCO2は減少したが、燃料高でコストが大幅増となった。

３．１５年間(７人)の推移をみると、２００８年度比、ＣＯ２で-34.0％、コストで-16.1％
減少した。
一貫して減少傾向であったが、2022年度は燃料高でコストが昨年比+11.2％上昇した

４．消費エネルギーの８０％は電気・ガスなので重点的対策を。
継続は力なり、意識すればかならずできる。

５．健康こそ省エネの第一歩、家族の健康管理を。

⼤阪の気温（平年⽐）
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斜線：前年度、赤線 2021年度

2022年度 2021年度比
①6～9月高温 ①6～9月高温
②12月寒冷（平年以下） ②11～3月高温（12月低温）
③3月異常高温 ③3月高温

2022提出者 2023.4.27現在

NO 氏   名 2022 2021 2020 2019 2018 2017 2016 2015 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008

1 石橋美紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 加藤良徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 菊池光矩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 小林　薫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 長谷川清満 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 樋口　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 平山元哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 内海　孝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

9 前中康司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 石井勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 井上加代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 伊月幸二郎 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 北仲 忠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 飯盛秀穂 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 篠原エリ子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 大野達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 金山節男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 服部宏也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ △

19 花島久子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 上須久実子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 高城光一 × ○ △ ○

23 島　巌 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 長俊次 × × × × ○ ○ × ○ ○ △ × × ○

22 河野晃広 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 清野八洲一 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 江口美恵 × × ○ ○ ○ ○

27 世古民雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 山野渉 ○ ○

29 浅田　稔 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 秋山幸子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

31 奥野美佐子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 金崎洋子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 一ノ瀬昇 ○ ○ ○ ○ ○

34 田中冨美 ○ ○ ○

35 三戸郁子 ○ ○ ○

36 飛山昌夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

37 野村誠七 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 旭　貞男 ○ ○

39 衣本南海男 ○ ○ ○ ○

40 田中正一 ○ ○ ○ ○

41 古川　浩 ○ ○ ○

42 沖本然生　 ○ ○

43 清野八洲一 ○

44 井上蓉子 ○ ○ ○ ○ ○

45 岡田哲夫 ○ ○

46 尾崎俊夫 ○ ○ ○

47 栗生　晃 ○ ○

48 荘司弘之 ○ ○ ○

49 西森勝彦 ○ ○ ○ ○

50 福岡正隆 ○ ○

51 三原光生 ○ ○ ○ ○

52 森井　豊 ○ ○

53 吉岡秀興 ○ ○ ○

54 斎藤志郎 ○

55 伊藤範彦 ○

56 鎌田恭二 ○

57 神原登志次 ○ ○

計 21 22 25 25 27 29 28 31 29 26 27 33 24 25

赤字：卒業生


